
P1 ポスターセッション
15:00 ‒ 15:25
「˧̘ţě Ʀ̒˧ũĲ˴Ń³ʛ³ʛレŎ̓

P1-3 脊髄後角アストロサイトによる痛覚伝達変調：ストレス性痛覚
過敏への関与

P1-1 てんかん発作とトラウマ記憶の増強におけるSlitrk4の役割に
ついて

P1-4 細胞内アミロイドβ(Aβ)42オリゴマー起因性のアルツハイマー
病病態解析と新規治療薬の創出

P1-2 植物精油の疼痛感受性および強迫症関連行動に対する影響

YIA

YIA

YIA

YIA

dˤţ µˆ依öţ ȮĨŋ依ŭ˖ ˰依ツȲ ʯ

bª�]ŃĠ]Ġí�

dŭ̑ おŋ依もʿ ɫ

ľ©�]�]�ĆĠí�

dムれ Ńʯ依¹わ ɓŅ依ĢȲ ëĪ依ķ¹ ɾ依ʢ Ʀド依ペわ ˁĦ依Ńざ ʔƃ依
んズ ɄĪ

bª�]Ġ]Ġé�Á�

dɁŭ 介ã依ɗúŽ ɾ依んズ ˵Ì依・ţ ŕ依もʿ ɫ依ʜȲ ĨǱŋ

ľ©�]�]�ĆĠí�

P1-5 フェキソフェナジンと果汁飲料の相互作用に関する認識および
意識: 日本の薬剤師を対象とした実態調査
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P2 ポスターセッション
15:30 ‒ 15:55
「˧̘Ĝʸ Ĩǂ̒いŧƶレŃ³ʛ³ʛレŎ̓

P2-3 2,5-ジメチルセレコキシブは食道扁平上皮癌によって誘導され
た炎症性がん関連線維芽細胞(iCAF)の炎症性ケモカイン産生
を抑制する

P2-2 抗生物質のアモキシシリンは癌細胞のミトコンドリア機能を低
下させる
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P2-5 Pharmacological activating TRPC6-mediated Zn2+ influx 
mitigates cardiac fibrosis by maintaining redox 
homeostasis
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〇Chenlin Su1, Xinya Mi1, Tomoya Ito1, Yuri Kato1, Akiyuki Nishimura2,3,4, 
Ryu Nagata5, Yasuo Mori6，Motohiro Nishida1,2,3,4
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P2-1 オシメルチニブによる超硫黄分子の代謝・排出を介した心筋ミ
トコンドリア品質低下
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P2-4 正常およびCOPD気道における高悪性度歯周病菌由来プロテ
アーゼによるPAR-2依存性炎症病態
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P3 ポスターセッション
15:00 ‒ 15:25
「˧̘ゼȲ ゲト̒ŗũŃ³ˈ³ȨċʛレŎ̓

P3-1 PKCb阻害はアルドステロン誘導性血管内皮障害を減弱させる

P3-3 ミトコンドリアNCLXは低酸素下での平滑筋細胞遊走および血
管新生を促進する

P3-4 遮断薬によるhERGチャネル開口促進作用の構造基盤

P3-2 アンジオテンシンⅡはリンパ管平滑筋細胞の増殖および遊走を
誘導する
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P3-5 Ouabain administration ameliorates persistent allodynia 
in neuropathic pain model mouse
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P4 ポスターセッション
15:30 ‒ 15:55
「˧̘ɋľ ッµ̒ムれŃ³ʛ³ʆżʛレŎ̓

P4-5 HDL模倣ペプチドがマウス耐糖能へ与える影響
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P4-1 糖尿病による創傷治癒遅延に対するプロスタグランジンD2合
成酵素およびDP1受容体の関与
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P4-3 Observed Hair Loss, Wounds, and Pruritus in CBS/CSE/
3MST-deficient Mice
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P4-2 医療デジタル機器・IT を活用し地域医療を改新する薬剤師育成
プログラム～熊本大学・崇城大学および関係機関の連携による
取り組み2024年度
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P4-4 活性型ビタミンK2誘導体によるマクロファージの泡沫化抑制お
よび動脈硬化巣の安定化
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